
水
源
地
域
振
興
の
新
た
な
担
い
手
へ

課
題
解
決
へ
報
告
骨
子
案
示
す

下
水
道
業
の
排
水
基
準
見
直
し
へ

中
環
審

部

会

ホ
ウ
素
・
フ
ッ
素
・
硝
酸
性
窒
素

田中局長

国
土
交
通
省
は
五
月
十
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済
産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
二
回
「
新
た
な
担
い
手
等
に
よ

る
今
後
の
水
源
地
域
振
興
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
き
、
今
後
の
方
向
性
や
課
題
解
決
に
向
け
た
報
告

骨
子
案
を
ま
と
め
た
。
水
源
地
域
（
上
流
域
）
と
受
益
地
域
（
下
流
域
）
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｗ
ｉ
ｎ

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

と
な
る
よ
う
地
域
振
興
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
入
を
促
進
し
て
い
く
。
と
く
に
本
業
や
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
水
環
境
と
の
親
和
性
が
高
い
水
関
連
企
業
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
水
源
地
域
振

興
策
は
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て

生
活
環
境
が
抜
本
的
に
変
化

す
る
地
域
住
民
の
生
活
再
建

や
産
業
の
振
興
を
主
眼
と
し

て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
土
地

改
良
や
道
路
・
公
民
館
整
備

な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
が
中
心

と
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
存

続
自
体
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
地
域
も

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら

ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で

は
限
界
を
迎
え
て
い

る
。健

全
な
水
循
環
を

維
持
・
回
復
す
る
に

は
水
源
地
域
を
活
性

化
さ
せ
、
将
来
に
わ

た
っ
て
存
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠

だ
。
し
か
し
人
口
減
少
、
過

疎
化
、
産
業
の
衰
退
な
ど
の

課
題
を
抱
え
、
地
域
住
民
や

地
方
公
共
団
体
の
み
で
地
域

振
興
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
内

外
の
多
様
な
主
体
が
社
会
貢

献
な
ど
の
観
点
か
ら
水
源
地

域
振
興
に
取
り
組
む
事
例
も

増
え
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

国
交
省
は
学
識
者
や
行
政
・

業
界
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る

検
討
会
を
設
置
。
先
進
的
な

事
例
を
参
考
に
し
て
ソ
フ
ト

対
策
を
中
心
と
し
た
水
源
地

域
振
興
の
あ
り
方
や
新
た
な

担
い
手
の
積
極
的
な
導
入
・

育
成
な
ど
の
議
論
を
深
め
て

い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
佐
藤

克
英
国
交
省
土
地
・
水
資
源

局
水
資
源
部
長
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
こ
の
ほ
ど
元

号
が
変
わ
っ
て
初
の
開
催
と

な
る
。
令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
水
源
地

域
の
あ
り
方
へ
積
極
的
に
議

論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
意
見

交
換
を
促
し
た
。

報
告
骨
子
案
で
は
水
源
地

域
の
課
題
と
し
て
過
疎
化
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
地
域
住
民
の

消
極
性
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
、
自
治
体
財
政
の
逼

迫
、
産
業
の
衰
退
、
水
源
保

全
の
困
難
性
な
ど
を
指
摘
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
へ
短
期

・
長
期
の
両
視
点
か
ら
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

短
期
的
に
は
観
光
・
教
育

・
産
業
な
ど
を
テ
ー
マ
に
早

期
に
実
行
可
能
な
具
体
策
を

ま
と
め
る
。
こ
れ
に
伴
い
水

源
地
域
の
自
治
体
を
中
心
と

す
る
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
（
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
を
策
定

し
、
所
得
・
雇
用
の
確
保
、

地
域
の
魅
力
向
上
、
生
活
・

集
落
機
能
の
確
保
な
ど
に
努

め
て
い
く
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど

同
省
が
支
援
す
る
。

新
た
な
担
い
手
づ
く
り
で

は
地
域
内
企
業
の
積
極
的
な

関
与
を
促
す
と
と
も
に
、
地

域
外
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
化
す
る
。
と
り
わ
け
水

関
連
企
業
に
よ
る
水
源
林
の

保
全
な
ど
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
方
針
だ
。

中
央
環
境
審
議
会
は
五
月

八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
環

境
省
第
一
会
議
室
で
第
四
十

六
回
水
環
境
部
会
（
部
会
長

・
細
見
正
明
東
京
農
工
大
学

名
誉
教
授
）
を
開
催
し
た
。

下
水
道
業
に
お
け
る
ホ
ウ

素
、
フ
ッ
素
、
硝
酸
性
窒
素

な
ど
に
関
す
る
暫
定
排
水
基

準
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。

環
境
相
は
平
成
二
十
五
年

八
月
に
水
質
汚
濁
に
関
す
る

生
活
環
境
項
目
環
境
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
中
環
審
に

諮
問
。
こ
れ
を
受
け
て
水
環

境
部
会
は
よ
り
国
民
の
実
感

に
即
し
た
指
標
で
望
ま
し
い

水
環
境
の
状
態
を
表
示
す
る

よ
う
論
議
を
重
ね
て
い
る
。

と
く
に
低
層
溶
存
酸
素
量
と

透
明
度
に
着
目
し
、
生
活
環

境
項
目
環
境
基
準
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
水
環
境
部
会
で
は

田
中
聡
志
環
境
省
水
・
大
気

環
境
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
今
月
か
ら
元
号
が

変
わ
り
、
新
た
に
令
和
元
年

を
迎
え
て
初
め
て
の
開
催
と

な
る
。
公
共
用
水
域
に
お
け

る
水
質
環
境
基
準
の
着
実
な

維
持
・
達
成

に
向
け
て
水

環
境
行
政
を

よ
り
い
っ
そ

う
推
進
し
て

い
き
た
い
。

委
員
の
皆
さ

ま
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門

的
見
地
か
ら

忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
願
い
す
る
」
と

呼
び
か
け
た
。

今
回
の
見
直
し
案
で
は
下

水
道
業
（
温
泉
排
水
を
一
定

割
合
以
上
受
け
入
れ
て
い
る

も
の
）
の
ホ
ウ
素
の
排
水
基

準
を
五
〇
㎎
／
Ｌ
、
下
水
道

業
（
モ
リ
ブ
デ
ン
化
合
物
製

造
業
・
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合

物
製
造
業
か
ら
の
排
水
を
受

け
入
れ
て
い
る
も
の
）
の
硝

酸
性
窒
素
な
ど
の
排
水
基
準

を
一
三
〇
㎎
／
Ｌ
と
定
め
て

い
る
。

国交省検討会が活発に議論

佐藤部長

水環境部会で意見交換
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